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i.まえがき
今回は私の苦手めところをお話 ししなければな りません。なぜなら,去
年の講習会の題目はアクゼン トやガ行鼻音や母音の無声化で,これは単語
』つ一つについて社会的な習慣 としてきまっているものでず。幸い私は言
語形成期が東京なので,題 目ど直接関連のある問麺ではそれほど技術を必
要 としませんで した。ただ し,全 く無造作であったとは申せません。たと
つ
えぱ,幽 つの単語で幾通 り・ものアクセントの型がある時に アカ トンボ と
ワ
いお うか アカ トンボ といお うか,選 択することはいた しま した。 しか し
こうした注意は私に とって 自常茶飯事のようなもので,そ の時 とりわけ強
く意識 したわけでもありません。
ところが今回は,イ ントネーション・プロミネ ンス ・模写などで,こ れ
ぽ個々の語句できまっているものについてではな く,話 し手の心理的な要
因からそり時夕に臨時に加わるものです。 もちろん,心 理的な要因とい う
のも人によっていろいろな考え方があPます。心理的な要因であってもそ
れが自然的にあらわれると考える立揚 と,社会的習慣的な型 として固定 し
ているものを意図的に表現す ると考える立場とあ りますが,いずれにして
も,話 し手の主観的な意味のちがいが高低や強弱などで直接表現されるこ
とに変りはありません。そしてそれは,ど のような意味の時はどのような
形をとるかとい う結びつきが自然になされておPま すので,意味内容と表
現形式とが大体結びついてお ります。そこで,ど のようなところに,ど の
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よ うなイ ン トネー シ ョンや プ ロミネ ン.スをお くか とい うこ とは話 し方の技
術 と関係が深いので,い ささかユ ーウツになるわけです。 まえお きは とも
か くと して,そ れぞれ の一般的 な考 え方 を紹 介 し,私 な りの考え もあわせ
述ぺてい きたい と思い ます。
2.イ ン トネー シ ョン(intonation)とプ ロミネンス(pfominence)
これは学者に よって用語 も定義 もいろいろで,そ れぞれ 「語調(金 田一
京助 ・寺川喜 四男)」「文音調(服 部 四郎)」 「i血的nadon(有坂秀世)」.「こ
とば調子(プ ロ ミネ ンス も含 める。神 保格)」「ことば調子 ・抑揚(佐 久間
鼎)」な どとよばれてい ます。諸氏の定義 は多 少異 な ります1】が,ほ ぼ 共
通 な点は 「コ トバ を発す る時 に話者の主観 を直接表 現す る フシ2)」とされ た
金 田一春彦氏 の定 義で よろ しいで しょう。
ヨ
つ ま り・問 いか けの場合は相手 の答 を期待 し要求す る気持 ちか ら 「アメ
ノ(雨)」と末尾 を高 く上げる型にな ります。 ところが,「 う ん,雨 だ」 と
い う気持 ちで答える時は末尾の上がる こ とはあ りませ ん。 この ような話 し
手 の判断情意 を表 現す るフシは 「意図的 で」 あ り 「社会 的な習慣 と して固
定 した もの」 とみるのが前文につづ く金 田一 氏の定 義です。 これに反 し有
坂秀世氏 は 「多少は意図的 に も行はれ ることは事 実であ るが,そ れ に して
も・調子 とそれに よって表現 され る情意 との関係 は全 く自然 的 なもの であ
る。 ・一 その現象の万人 に共通で あるこ とは,人 聞 と しての生理的心理的
本性 が同一であ る事実に基 くもので,何 ら社会 的な約束 に基 くもので はな
いa。」 としてお られます。 この考え方の相違 は,イ ン トネー シ ョンと して
どこまでを含 めるか とい うこ とと関係 してまい ります。
た とえば・茨城 ・栃木地方の一型ア クセ ン トの方言 では・ 有名な尻 上が 、
りの調子 がみ られます。金 田一氏は これ も一種 の問いか けのイ ン トネ ーシ
1)これ らの定義の比較については寺川喜四男 「アクセントの基底としての 「話
調」の研究」(国語アクセント論叢)を参照してください。
2)コ トバの旋律(国 語学5)。
3)音 韻論(p.128)。
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ヨンに入れ て 「これ がある方言 とない方言 とが ある とい うことは,イ ン ト
ネーシ ョン は社会 的にきま った型で あるこ とを示 してい る もの と考 え る」
と してお られ ます が・ 私は これはイ ン トネ ーシ ョンの中に含 めず,寺 川氏
のいわれ る 「話調」 の概念に近い もの と考 えています。
また・金 田一氏 は 「ツギ ワ ァ コ ン ド チバケ ンノ アル ゥ オ ヒャクシ ョ
ーサ ンノ オ ウチデ ・・一」 とい った 「文の末尾 を除 いたすべ ての文節の終
り」 を高 める村 岡花子 調 も,イ ン トネーシ ョンの一種 と みてお られ ます。
これは 「ここで文 が切 れ るんではあ りません よ,ま だ続 くんです よ。 とい
うことを注意 しているのだ」か ら 「文の終 りに現 われ て問いか けや断定 を
意味す るもの と.意味 も形式 もよ く似 た もので ・一 イ ン トネー シ ョンの一種
と見 てよい と思 う」 とい っておいでです。現在 で もこの よ うな調子は多 く
　 　 ヨ 　
聞 くこ とが で きます 。 テ レビ料理 な ど で,「オダイ コン ト オ ニンジンオ
キザ ンデ」 とい った調 子 も同類 で しょう。 また,.英文和 訳 をな さる先生方
ヨ 　 つ 　 ワ ハ
な どには 「ジンル イ ワ セイ ブツ ノ ウチデ モ ッ トモ コーシ ョーデ ・目一 」
とい った 口調 の方 が大 変多 く,聞 いていて思わず吹 きだ した こともあ りま
した。 ところが こ う したガ ッコノセ ンセィ 調 には もう 一つ型が あPま す。
このよ うな文節末 の一 拍全体 を高 く上げて発音す る型 のほか に,文 節末の
一拍 を長 くひ いて,そ れ を低か ら高 に上げ る型 です。つ ま り 「ジンルイ ワ
　 つ 　 ワ 　 　
ア セイブツ ノォ ウチデ ェ モ ッ トモォ コーシ ョーデ ニ」 とい ったふ うに
です。そ して,丙 った こ とに この二種類の 口調 で教 え る 目本譜の先生が だ
いぶ おあ9の よ うだ とい うこ とです。英文和訳 のほ うはその教師の 日本語
の調子 を 日本人学 生がマネす るわ けではな いの で実 害が伴 なわ ないのです
が,目本語教 育のほ うはそ うはまい りませ ん。教 師の発音す る通 りにやれ!
と ドリル,ド リル でつめ こむのですか ら ・一
以上 をガ ッコ ノセ ンセイ調 とす ると,も う一つ これ に似 た調子が あ りま
コ 　 つ 　 　
す。政治家 の演説 調です。「コンカイノ ォ ジケ ンワァ マ コ トニィ イ カ ン
　 つ 　
ニィ オモ ウンデ ェア リマス」 とい うふ うに文節末の 一拍 を長 く ひい てそ
れ を高か ら低 に下げ る型 です。
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そ して,こ れ ら三つの型 に共通 しているのは文節末の一 拍が強 く発音 さ
れ ることです。 このよ うなフシは 「そ うしてネ,そ れでネ ェ,あ そ こでネ
ェ,そ うしてサ,そ こでサ ァ,あ そこでサ ァ,そ うした らヨ,それが ヨォ,
あそこで ヨォ」 とい った いわゆる問投助詞 のよ く表現す るフシに似 てお り
ます。
これ らすべて,話 し手 が特 には っき りと相手 に分 る ように文節 ご とに切
って文節末を強調 して発音す るとい う点で,イ ン トネー シ ョンに入れ るよ
りもプ ロミネ ンスに入れた方が よいのではないか と思います。 しか し,プ
ロ ミネ ンスの概念 をせばめ て,そ うした強調が個 人の癖 と して固定 して し
ま ったものは含 めない とい うことになれ ば,こ れ も一種 の話調 とい うこ と
にな りま しょう。
もう一つ,人 によって,イ ン トネ ーシ ョンに入れた リプ ロミネ ンスに入
れた りす るものに 「卓 立表 現のイ ン トネーシ ョン」 とか 「プ ロ ミネ ンスの
音調 」 とか 「卓立強調の音調」 とか よばれてい るものが あ ります。
た とえばテ レビの 「私の秘密」な どで,質 問者 が 「外国で生け花か何か
お教えにな ってい るんですか」 と聞いた と します。アナ ウ ンサーが 「いい
え生け花 ではあ りません」 とスラスラ答えれば全 く生け花 とは関係が ない
もの をや ってい るこ とになるのですが,「いいえ,生 け花 デ ワあ りません」
とデワを強調 して答 えれ ば,生 け花 ではないがお茶 とか 目本舞踊 とか・そ
れ に近い もの なのですが とい う意味の表現 にな ります。 そ して この よ
うに力点 をおいた部 分のア クセ ン トの高 さはふ つ う よ り高 く発音 さ れ ま
す。
また,次 の よ うな会話が あ ります。女 「あ したのハィキ ング,つ かれ る
か らや め るわ」。男 「そ うかい.(君 が行かな くて も)僕ワ行 くよ過 君が行
か な くても僕 だけは(行 く〉とい う気持で ワを強 調 して発音 します。
宮地裕氏4)などは これ らを 「卓立表現のイ ン トネーシ ヨン」 とし て,イ
4)話 しこ とば の 文 型(2〉。
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ン トネ ーシ ョン」 の中に入れ ておいでですが,金 田一春彦氏5,,大石 初太
郎氏6}はプロ ミネ ンス とみ ておいでです。 こ うした一拍の高 ま り ・強ま り
は,私 はプ ロミネ ンスの方に入れ たい と思います。
この ほか,川 上秦氏 のよ うに 「トンデモナイ,ト ンデモ ナイ〕 のよ うな
ものを 「文頭の イ ン トネ ーシ ョン7)」と した りす る方 もあ ります し,宮 地
氏 のよ うにそれら も含 めで 「装飾表現 イ ン トネーシ ョン8〕」 をた てる方 も
あ ります。それ らをイ ン トネーシ ョンと してみ とめ るか ど うかは議論 のわ
かれ る ところなので今は くわ しくのべ ません。
結局,イ ン トネ ーシ ョン としてふつ うにみ とめ られてい るもの は 「文末
の イン トネ ーシ ョン」.とか 「意図表現のイン トネ ーシ ョン」 とか よばれ る
ものにな ります。
は じめにもち ょっ.と申 しま したよ うに,こ れは文 の陳述 のちがいをあ ら
わす といえます。 そこで,同 じ文 でもイン トネ ーシ ョンのちがいで,異 な
った意 味が表現 され るわけです。
た とえば 「こ っちへい らっ しゃいノ」 と終 りを上 げて さそ うと,相 手に
対 する配 慮が感 じられ優 しく聞 こえます。 ところが 「こっちへい らっしゃ
い㍉ となる と,相 手に対する配 慮がな く,こ わい命令 にな って しまいま
す。相 手に何 もいわせ ないぞ1と い うような調 子です。
また・「どこへ行 ったんだい一ノ」 と終 りを上げ て問 い か ける ときは相手
に物 を言わせ よ うとい う口調ですか ら 「京都 だ よ」 とか何 とかス ラス ラと
答が出ます。 ところが 「どこへ行 ったんだい、」 と下 げてい うと 「この忙
しいの に全 くどこをウロウロ し ていた んだ!」 とい う詰 問 の調 子 にな って
しまい 「どこへ行 ってたっていい じゃないか,か って だよ」 などとい う返
事 が舞 い戻 って来 た りします。
文字 に書 いただけでは区別できな く ても 「(あなた)大 丈夫ノ」「(うん)
5)こ とをぎの旋律。
6)プ ロミネンスについて(こ とぱの研究1〉。
7)文 頭のイン トネーション(国語学25)。
8〉イ ントネーション論のために(国 語国文30の11)。
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大丈夫 、」 な ど,・上 げるか下げるかで質 問 と断 定が表現 され るわ けです。
また,若 い女性 が甘え る時な どに 「ネ ェェ(何か買 ってよ)」と一度下 げ
てまた上げる ような降昇調(け)で発話す る ことがあ ります。 ま た 反 対 に
「ネ エエ(そ うで しょ)」 とか 「ソオオ(そ うだ ったの)」とか,一 度上げ て
また下げ るよ うな昇降調(∩)をとることもあ ります。 ともに男性が これ を
す るとおか しくて,使 うの は柳家三毎疹 ぐらい なもの で しょう。
だいたい こ うしたイ セ トネ ーシ ョンは,固 い講演や公 の会話 ではあま り
見 られず,生 き生 き としたふ だんの会話 に多 く現 われ るものです 。また男
よ り女に,年 よ りよ り若 い層に多 く見 られ ます。 このよ うな 「文末イ ン ト
ネ ーシ ョン」の 中には以上 のほか に,ア クセ ン トに従 うぜ ロイ ン トネ ーシ
ョンがあ るわ けです。
これ らの表記は人 によってさまざまで,吉 沢典 男氏 は 「話 しことばの文
型(1)」で,宮 地氏 は 「話 しこ とばの文型(2)」で,そ れ ぞれの ご意見 を
のべ てお いでです。私 は,次 のよ うな表記 ではいかがか と思 っています。・
ゼロ調 →(=平 調 。特にイ ン トネーシ ョンをつ けない形。)
のぼ
上 り調 ノ(=昇 調。1拍 の途 中で上が る形。)
たか
高 調/(=昇 調。,1拍傘体が高 く平 らに上がる形。)
くだ
下 り調 、(=降 調 。1拍 の途中で下が る形)
ひ く
低 調 ＼(=降調。1拍 全体が低 く平らに下がる形〉
また,イ ン トネ ーシ ョンは常に文末の1拍 に関係す る とい うわけではな
く,特 殊 な型 として次の よ うな表記 も考 え られます。
上 り下 り調 ∩(二 昇 降調。3拍 のよ うにのぴて,一 度 上が ってか らまた
下がる形)
下 り上 り課 け(=降 昇調。3拍 のよ うにのぴて・r度 下が ってか らまた
上がる形)
目もう一つ,文 末が独立性め少ない特殊な拍(長音 ・擾音 ・連 母音の後部)
つ 　
の場合,前 の拍か ら上が ることがあ ります。た とえば 「カエル カイ 理 ノ)
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ワ 　 つ
カエル カイ ィン(ノ)、のほかに 「カエル カイ ろ とい う型が よ く出 ま す。
「(こっちへ)イ ラ ッシャイ」 とか,「 ビョーイ ン⊇」とい うように。 これ を
特別 に表記す る必要が あるか ど うか意見のわかれる ところで しぷうが・ 次
のよ うな表記 も考 えられます。
高続 き調 〃(2拍 続 けて高 く平 らに上が る形)
なお,巨 本語教育の教科書には この文末のイ ン トネ ーシ ョンを注記 して
あ るもσ)があ ります。た とえばJ.Young&KNakajlma「LeamJa-
panesgではDiaiogueに次の ような記 号でイ.ントネ ーシ ョンが注記 し
てあ ります。
LPeriod(・)一FaHing正ntonatめnワ ワ
Soodesuka.DQD甑te.
コKlre至desu}『o.
2・RlsingIntQロat三〇n(__/)
蕊odesu逗/配os恥@
瓢 今idesu珍
これは比較 的分 りやす いのですがElean・rHarzJordenrBegmning
Japanese」の方 はまこ とに複雑 きわま りない もの で,こ ん なふ うに発音 し
ろといわれ て も私 など とても うま くできそ うに もあ りません。印刷のつ ご
う上 くわ しく紹 介で きませんが,次 の八種類 があるのですか ら.
LPeτi・d,2.Ques亡i・nmark}
3.Ris王nghook」4,Lowbaて 一
5,EKdamat三〇npoint16,Asferjsk*
7,Comma,a鼠d5emicolonl8.Dash一
それ に,私 はイ ン トネ ーシ ョンを 日本語教育の教科書 に注 記す る必要は
ない と思 うのです。 同 じ質問であ って も話 し手 に より 相手 によ り,時 によ
り気分 によ り,あ る時 は上 げある時 は下げたままです。 「これ,い く らで
す か/」 または 「これ,い くらですか ノ」 と問いかけは必 ず上げ て発音 し
なけれ ばな らない とい う社会的 なキマ リが あるわけではあ りませ ん。上げ
てい う事が 多い とい う習慣 はあ ります が,ニ コニ コ しなが ら 「い くらです
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か＼」 と して も多少切 り口上気味 になる時 もあ りま す がかま わな いわ け
で,そ れはや は りその時 々の状態 による もので しょう。ですか ら教科 書に
イ ン トネーシ ョンを注記 して固定 した型 と して教 えこむ よ りも,.ドリル ド
リルで 自然な形か ら入 ってい く方 がよいよ うに私 ワ思 うのです。
次にプ ロ ミネ ンスですが,こ れ もまた学者 に よって用語 も定義 もいろい
ろで,そ れぞれ 「語勢(金 田一京 助 ・寺川喜四男)」「卓 立 の 強調(服 部四
郎)」「ことば調子(イ ン トネ ーシ ョンも含 める。神 保格)」 な どとよばれて
います。
プ ロミネ ンスは 「話 し手 が強調 したい と思 う部分 を特 には っき りと印象
にの こるよ うに発音す る こと」 で,そ の結果,強 調す る部分 が 強 ま っ た
り,音 調が高 ま った りいた します。
「文節 末プ ロ ミネ ンス」や 「卓 立プ ロミネ ンス」 につ いて は前述 し ま し
たが,卓 立 プ ロミネ ンスの例 をも う少 し上 げてみ ま しょ う。
た とえば 「今 日,早 稲 田へ行 きます」 とい う文 があ ります。 これ を,昨で
日で もあ したで もな く 「今 目行 く」 とい うところ を力説 す る時は 「キ ョー
ワ
ワセダエイキマスJと い うよ うに 力点 をお いた部 分のア クセ ン トの高 さの
きれ めの部 分が高ま り,か つ強ま ります。 ところが 仁慶 応へ行 くの ではな
くて早稲 田へ行 く』のだ4と い う意味か ら 「早稲 田」 に 力点 を おいた 時 は
つ つ「キ ョーワセダエイキマス註 の ように ワの部分が高 ま り,か つ強め ら れ ま
ニ ワ 　
す。 上の場合は アクセ ン トの型は変1ヒしませ んが,「砦 ヨー ワセ ダエ イ キ
ニ ヨ 　
マス」とか 「キ ョー ワセダエイキマス」 とい う型 もあ り・ アクセ ン トの型
をくずす場合 も相 当み られ ます。 いろいろな例 につい ては大石 氏の 「プ ・
ミネ ンスについ て」 を御 覧 くだ さい。
それで,プ ロ ミネ ンスの表記 ですが,私 はイ ン トネ ーシ ョンや アクセ ン
トと区別 してく型 を使 いたい と思 います。
ム ム
キ ョ ー ワ セ ダ エ イ キ マ ス 。 キ ョ ー ワ セ ダ エ イ キ マ ス 。
ム ム
ワセダデ ワア リマセ ン。 ワセダエイキマス。
ム
もちろん,こ れらを日本語教科書に注記する必要はないと 私ワ思って
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います。
3・ 感情移入 ・模写
以上 のほかに,人 に よ りイ ン トネ ーシ ョンに また プロ ミネ ンス に入れ て
いるものに,形 容 詞や副詞に多 くあらわれ る 「感情移入」 があ ります。服
部四郎氏9)はintensityを訳 して 「誇 張の強調」 とされ,目金 田一氏 はこれ
を 「象徴」 と呼んでお られ ますQ
た とえば 「暗い道」 を 「クラー一イ道」 と声 を低 くラを引きのば してい
うと,いか にも暗 くて こわい夜道の感 じがでてきます。 また 「遠い所か ら、へ
とい うのを 「トオー一イ所からやって来た」 とだんだんフシを上げてゆっ
くり発音すると,いかにも遠い遠い所からや って来たような気分が表現さ
　 つ 　
れ ます。 また 「トテモ キ レーナ人」とい うの を感情 をこめて 「トー ッテ モ
キ レー一ナ入」 とい うと,ヤ)かに もす ば ら しくきれい な人 とい う感 じが で
　コ 　コ
ます が,ここでは「キ レイ」み アクセン トの型 が破壊 されています。 「シズ ヵ
　 ヨ ヘ
ニ ㌧ とい う時 に 「シズ ーカニ1」とい った り 「ク ロク」 を 「ク ロー ク」 と
い った りす る時 も同様です。
私は 二のよ うに・ あ る語句 を感情 をこめて高 めた り低めた り・長 くひ き
のぱ した り強 めた りして表現す る方珠 を,「 感情移入」 とよび たい と思 い
ます。
これに似た もの にも う一 つ,金 田一氏が 「模写」 とよばれ ている ものが
あ ります。雷 の落 ち る音の まね を して 「雷 が ゴロゴ ロゴ ロゴ ロゴ ロッとな っ
た」 とい うた ぐいがそれです。そ こだけ特 に大 きな声 をだ していか にも雷
ヨ
鳴 のよ うに模写す るので,ふ つ うの文に あらわれ るrゴ ロゴロ」 とは区別
す るわけです。「雨 がザ ァー一 ッとふ って来た」 とい う時の,低 く平 らにザ
ァー ッを発音す る時の調子 もこれ に入 ります。 ただ し 「模写」 は どんな語
句 にで もつ けられ る とい うわけではな く,擬 声語 ・擬音語 の類 にかぎ られ
9)音 声 学(p.195)。
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ます。他入の声を模写する声帯模写まで.ここ.に入れてよいか どうか・まだ
考慮中ですQ
とにかく 「盛情移入」 とか 「模写」は上手下手がありま して・ これを適
当につけると話牽面 白くす る効果があります。 講釈師とか,はなし家 とか
漫談家などは,これ らを実に巧みに使 って話の効果を出 してお ります。
4・なんζか調
今までのべたのは,文 全体のフシではなぐ・文末とか文簾末 とか特殊な
語句とかいった,文 の一部分につくもので した。.ところがこのほか.に・文
全体にっ.く特異なフシづけがあ ります。金田一氏はfこれはその時のコ ト
バ全体の気分を伝えるのに役立つ一種の調子とでもいいたいもの」で 「節
奏」と名付けておられますφ
たとえば次の ようなものがあ ります。
小学生朗続調・ これは一つ一つの卒節で切ってアクセントの型をその
まま生かして発音す る調子で,小 学校低学年にみられるものです。
　 リ マ 　　ユド ア
キ ノー オ トワサ ン ト・オ カーサ ン ト ウミエ イキマ シタ
陶酔調一 古文や詩 な どを朗読 した り暗唱 し た りす る時 に出る調子で,
その詩文 に自己陶酔 したよ うな時にみ られます。 目をつぶ った りして
ゆ っくりと味わ うよ うに,』 文節 ごとに あるいは一単語 ごとに末 尾を
ほんのち ょっ とのば して発音 しますq
山のオ あなたの オ 空 ア遠 く ウ 幸い イ 住む とオ 人 のオ 言 う。
活弁調 上に似てい ますが・一種独特 の調子 です。感情 が高 ま って く
る最後の場面 な どにおいて著 しくその特 徴があ らわれ ます。
春や ア春 春 ウ南方の ローマ ンス。 「南方の オ判事」 全巻 のオ終 わ
り
真実 は ア 果 して エ 幸 福 をオ もた らしたであ りま しょうか。
ガイ ド調一 この中には 「案 内係調」「エ レベ ーターガール調」 「パ スガ
ール調」Fバスガイ ド調」な どが含まれます。 それ ぞれ の特徴 は よ く
ご存 じの事 で しょう。活字にその 調子 をあ らわせ な い のは 残念 です
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が,次 の よ うな文の時 を御想像下 さい。
案内係一 「本 日はご来店 くだ さい ま し てあ りが とうご ざいます。 お
呼び出 しを申 し上げ ます。早稲 田大学 の中村様,早 稲 田大学の中村
様』おいで にな りま した ら三階 きもの売場 までおいで くだ さい。」
エ レベー ターガールー 「お待 たせいた しま し た。 七階までまい りま
す。途 中二階 四階は通過いた します。・・臼次は三階で ござい ま アす」
バ スガールー 「次は銀座 四丁 目エ,松 屋前で ご ざいます。 お降 りの
方 は ござい ませんか ア,次 オ ーライ」
観光バ スガイ ドー 「皆様,右 に見えますのは 東京 タワーで ご ざい ま
す。」
最後のバスガイ ド調だけは前の三つの調子とくらべてやや特異ですか ら
別砕した方がいいかもしれません。前の三つは,と もに声に負担をかけな
いように発音 しています。アクセン トの高低の巾も少なく強弱 も少 な く
て,何 となく続けて発音するような調子で生き生きとした個性がありませ.
ん。真心がこもってい牟躯 アクセン トもキチンキチ.ンと・区切 り区切 り
もちゃん と折 り目正 しく発音 され るはず です。 ですか ら,こ れ らは ガイ ド
調 とい えるで しょう。
スポ ーツ放送調一 野球や ボクシ ング,相 撲な どにみ られ る生 き生 き し
た調子 です。 口調 は早 くて高低 も強弱 も変化 に とんでい ます。
い よい よ時問 いっぱい。立 ち上が りま し た。つ きあい,つ き あい,
ガ ップ リ四つ,大 鵬寄 ってい ます,寄 っています,の こ しま した,
の こ しま した。
この辺Pま ではアクセ ン トの型 はそれ ほ ど破 壊 され ていません。 ところ
が次の よ うな調子 ではアクセ ン トの型 は全 く無視 されて全体が平坦な調子
になって しまいます 。
奉読調一 教育勅語 な どを奉読す る時の荘重なゆ っ くり と した フ シ で
す。一体 どなたがああい う調子 をお初 めにな ったので しょうか。
チ ンオモーニ ワガ コー ソコー ソー クニオハ ジムル コ トコーエンニ
トクオタツル コ トシンコーナ リ
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この 「シンコーナ リ」 とい うところ を一段 と高 く張.りあげ『てい うの も
面 臼い特微です。
暗記調一 これはは じめか ら相 当の ス ピー ドで、息の句切 りまで一気 に言
って しま う点 に特色が あ ります。ですか ら,目は じめの単語の アクセ ン
トだ けは型 をのこ しますが,あ とは上が りっぱな しか下が りっぱな し,
そ して途 中か らだ と後 がなかなか出 て来 ませ ん、 た とえば私 な どr安
康天皇は何天皇の次 ⊇」 ときかれ て もち ょっと答え られず,初 めか ら
ヨ「ジ ンム スイゼー ア ンネー イ トク コーシ ョー コー アン コー レー
コーゲ ン カイ カ スジ ン スイニ ン ケー コー セーム チ ューアイ オ
ージ ン ニ ン トク リチュー ハ ンセ ー イ ンギ ョ門 アン コー ユー リャ
ク」 あた りへ来 ては じめて 「允恭天皇 の次です」 と答 え られ るわけで
す。 も っと歴代 の下 が った場合は まこ とに悲劇 です。 こ う した歴代調
とは ちょっと ちが った暗記調 もあ ります。 た とえば 寺院 の縁起 や建
築 ・仏像 の説 明な どもこれと似 ていますが,終 りの部分 だけをは り上
げて高 い調子 でいった りします。、あれ は途 中か らでも うま く続 くの で
しょうか。 次 もほぼ これ と同類で しょう。
軍人勅諭 「一 つ,軍 人 は忠 節 を尽す を本分 とすべ し』。水兵の母 「母
も人 問なれ ばわが子憎 しとは露思 い申さず,い か ばか りの思 いにて
ごの手紙 を認 め しか よ くよ くお察 し下 され た し候」
子役 のせ りふ調一 能 の子方の謡 とか,か ぶ きの子役のせ りふ 回 しとか
い うものが これ です。 ただ し,子 どもが表現す るだ けで はな くて,義
太夫や 常盤津 な どで大人が子 どもの声 をまね して高 い調子 で言 うの も
含 まれ ます。能 とほかのものは少 々異 な りますが,ど れ も高 くまっ平
らでアクセ ン トも破壊 された調子です。
能 「ソノ トキ ヨシツネ ス コシモサワガ ズ」
かぶ き 「カカサマ ママワマダカイ ノー
かけ算調 これ も暗記調 です が,他 とちが って.アクセ ン トの型が生 き
ている点 に特色 があ ります。 なぜ な ら,こ れは 「数」 とい う関係で ア
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クセントの型があま り破壊 されなかった ものです、 このフシは まこ
とに効果のあるフシで・これで丸暗記 しているから日本人はかけ算が
早いのだそ うです。
　コ つ 　コ 　コ ヨ 　コ ヨ ニ
ニニ ンガ ・シ ニサ ンガ ・ロク ニシガ ・ハチ ニ ゴ ・ジ ュー
こう した 「なん とか調」はまだまだ あ ります が,こ の くらいに してお き
ます。
5・おわ りに
ま
このほか,そ の時々に臨時に加わるものとしてポーズ(問)やテンポや大
きさなどがありますが,またの機会に申 し上げることにします。それらす
ぺてをできるだけうまく使えば効果のある話 し方ができるわけです、芝居
などはそれがもっとも要求される場で しまう。私などはとてもそんな大そ
れた望みはもっていません。せいぜい,こ の暑いタベを皆さんに眠ら.ない
で聞いて頂く,その程度の望みです。まあ 目本語教育の場合は,学生にう
まい話 し方までは要求 しな くともできるだけミョーなクセのない目本語の
話 し方を覚えさせたいものです。それには教師 自身が 自分の話 し方を反省
することが第一歩かと思います。
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